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おかあさんよりじょうずよ〝
いわしのみそごじる作り　　　　　　遠賀川保育園で

人　　口　　　16．349

男　　　　　　7，855

女　　　　　　8．494

世帯数　　　　4．652
転　入　45人　　　転
出　生　6人　　　死

固定資産課税台帳の縦覧

地方説法415条の規定により、昭和62年度固定資産課税台帳を

縦覧に供しますので、関係者は期間中に縦覧されますようお知ら

せいたします。

＞縦覧潮間　昭和62年2月28日一婦和62年3月20日

＞縦覧時間　8時30分～17時

（土曜日の午後、日・祝日は除く）

＞縦覧場所　役場住民課固定資産税係窓口
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受給資格と支給額

受給資格書

幅和58年4月2日以後に生まれ

た児童を含む18歳未満の児童を2

人以上糞育していろこと。又は昭

和53年4月2日以後に生まれた児

童を含む18歳未満の児童を3人以

上養育していろこと。

なお、自分のお子さんでなくて

も、その子を監護し、一定の生計

関係があれば支給を受けることが

できます。

（繕謙語驚豊は）

支　給　額

児童手当の額は、2人目の子ど

段階的に実施

◎l年目（昭和61年6月1日から

昭和62年3月31日までの聞）

●第2子分は、昭和61年6月1

日現在で満2歳未満

●第3子以降分は、義務教育終

了前

⑨2年自（昭和62年4月1日から

昭和63年3月31日までの問）

●第2子分は、昭和62年4月1

日現在で滴4歳未満

●第3子以降分iお昭和62年4

月1日現在で滴9歳未満

◎昭和63年4月1日からは、第2

子以降義務教育就学前の児童が

対象になります。
もについては、月額2，500円、3

人日以降の子どもについては、1

人につき月額5．000円が支給され

誌例給付とは
特例給付は、所得制限により児童手
当が受けられなくなった被用者と公務
員のうち、一定要件に該当する方に事
業主の負担により支給されるものです。

請　求　は

受給資格要件に該当する方でま

だ児童手当の支給を受けていない

方は役場児童手当の係へ申請の手

続きをしてください。

昭和62年4月1日に新しく対象

となる方は3月31日までに手続き

をすませてください。

役場福祉課児童手当の係へどうぞ。
℡（293）1234



正しく早目に
確定　申　告
昭和62年度町県民税の申告と、
昭和61年分所得税の確定申告の相
談受付を次の日程で行いますので、
該当者はもれなく申告をしてくだ
さい。

〈 �� �� �� ��弾 �� �� ��期 日 

弾 ��弾 ��帥 ��航 ����評 ��評 
13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �13 時 �8 時 30 �受 付 

I �分 ～ �1 �分 1 �1 �分 1 �I �分 I �I �分 ー �ー �分 ～ �I �分 ～ �時 

17 時 老 �12 時 木 �17 時 �12 時 虫 �17 時 �12 暗 合 �17 時 �12 時 尼 �17 時 �12 時 島 �17 時 �12 時 速 �17 時 �12 時 折 �間 

浅 ��上 ��別 ��鬼 ��広 ��松 ��該 

良 �守 �木 �生 津 �別 府 �古 賀 �府 �崎 �津 �津 �波 �賀 川 �ノ 本 �町 �当 

旧 停 ��西 �芙 蓉 �善 �東 町 �千 �田 圃 郡 市 �道 �若 松 �中 ��東 和 苑 ��地 

町 ��薬 ��代 丸 ��宮 ��央 ����区 

会受 均付 

町
県
民
税
の
申
告
日
程

〝
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
〝

所
得
税
の
確
定
申
告
日
程

仕
　
事
　
と
　
人

お
も
し
ろ
い
謡
が
あ
り
ま
す
。

I
あ
る
大
学
の
サ
ル
の
仲
間
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
、
九
州
で
サ
ル
の
社
会
の
観
察

を
は
じ
め
て
二
年
か
三
年
た
っ
た
あ
る
日

の
こ
と
、
サ
ル
の
社
会
に
、
ふ
し
ぎ
な
で

き
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
も
ら
っ
た
サ

ル
の
中
の
一
匹
が
、
土
の
つ
い
た
イ
モ
を

チ
ョ
イ
と
つ
か
ん
で
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と

水
際
ま
で
夢
い
て
行
っ
て
、
海
の
水
で
そ

の
イ
モ
を
洗
い
な
が
ら
食
べ
は
じ
め
た
の

で
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
は
ビ
ッ

ク
リ
し
て
目
を
み
は
り
ま
し
た
。
文
明
生

活
に
一
歩
近
づ
い
た
「
文
化
的
な
サ
ル
」

が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。

な
に
も
そ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
で
大
き
わ

ざ
を
す
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る

か
た
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来

今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
た
っ
た
の
で
す

こ
の
サ
ル
が
、
一
番
目
の
頭
の
よ
い
サ

ル
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
番
目
に
あ
ら
わ
れ
た
頭
の
よ
い
サ
ル

は
、
ケ
ン
カ
の
最
中
に
そ
こ
に
落
ち
て
い

た
木
を
拾
っ
て
、
柏
手
の
頭
を
ポ
カ
ン
と

な
ぐ
っ
た
サ
ル
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
－

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
サ
ル
と
人
間
の

根
本
的
な
ち
か
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
が
。
そ
れ
は
、
サ
ル
は
イ
モ
を
洗
う

こ
と
は
で
き
て
も
、
人
間
の
よ
う
に
、
イ

モ
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
木
を
拾
っ
て
相
手

の
頭
を
な
ぐ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の

木
を
加
工
し
て
家
を
建
て
た
り
、
道
具
を

こ
し
ら
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
人
間
は
自
然
に
は
た
ら
き
か

け
て
、
自
然
か
ら
人
間
の
茎
せ
に
つ
な
が

る
も
の
を
、
「
仕
事
」
に
よ
っ
て
つ
く
り

だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ

が
自
分
や
家
族
の
生
計
を
さ
さ
え
る
基
盤

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
よ
っ
て
社

会
が
な
り
立
ち
、
社
会
全
体
が
進
ん
で
く

る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
く
し
た

ち
人
間
に
と
っ
て
仕
靖
が
き
ち
ん
と
あ
る

こ
と
は
、
生
き
て
い
く
上
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
技
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

そ
れ
故
に
、
外
見
だ
け
で
職
菜
を
評
価

し
た
り
、
人
間
の
ね
う
ち
を
決
め
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
仕
疎
で
も
尊
ば
れ
、

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
長
号
、
塑
か
な

社
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



懸厚く続一地方選挙
†　まず4月12日

福岡県知事選挙
福岡県議会議員一般選挙

踏切事故をなくそう　　　○警報勧滴っているときは、踏切にはいち 

列車とすもうをとるとあなたの負けです。　C喧踏切の先が混雑しているときは、踏切の手 

負ける前に次のことを守って、踏切軸蚊を　○列車が通過しても、すぐに踏切にはいらを をくしましょう。　　　　　いて反対方向からの列車を確かめて渡。 

ましょう。 ○踏切では必ず止って、安全を確かめて通　○警報機の毒し清沓切では、詩iこ注意をはらっ りましょう。　　　　　て渡りましょう。 

壁藍露頭弼頭、開講一璽 

脇
和
二
十
二
年
以
来
、
四
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
今
回
が
十
一
回
目
。
三

月
二
十
三
日
の
都
道
府
県
知
疎
遠
の
告
示
で
話
を
開
け
ま
す
。

三
月
か
ら
五
月
の
間
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
地
方
団
体
の
首
長
、
議
会
謎
員
（
都
道

府
県
、
要
請
定
都
市
関
係
を
除
く
）
は
、
今
年
初
め
現
在
、
一
般
市
暑
三
十
三
、

市
議
会
議
員
三
百
八
十
八
、
町
村
長
七
百
七
、
町
村
議
会
議
員
千
二
百
九
十
五
、
東
京

区
長
十
七
、
区
韻
会
議
貝
二
十
三
。
こ
れ
ら
の
選
挙
を
四
月
に
統
一
し
て
行
う
の
で
、

商
い
技
粟
津
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
住
所
を
移
し
た
人
の
投
票
は

（
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
）

l
購
習
っ
て
投
票
す
る
場
合
o

新
住
所
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
疎
こ

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
証
明
萱
籍
っ
て
技

累
日
に
旧
住
所
地
の
技
票
所
へ
行
け
ば
技
粟

で
き
ま
す
。

投
票
当
日
、
や
む
を
得
な
い
用

務
等
で
旧
住
所
地
の
投
票
所
へ
行

け
な
い
場
合
に
限
り
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
旧
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合

こ
の
勘
合
も
、
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
こ

の
証
明
番
を
提
示
し
、
「
不
在
者
毀
葉
蘭
来

遊
・
宣
誓
蔀
エ
（
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
あ
り
ま
す
）
に
不
在
者
投
票
疎
由
の
宣
誓
、

審
名
お
よ
び
押
印
し
て
不
在
者
毀
粟
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
新
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

毀
票
を
す
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
室
と
「
不
在
者
毀
票

請
求
酉
・
貴
賓
室
（
も
れ
な
く
正
確
に
記

入
し
て
下
さ
い
。
）
を
一
緒
に
旧
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し
、
毀
粟
用
紙
を

諮
来
し
ま
す
。
次
に
送
付
さ
れ
た
技
粟
用
紙

等
（
何
も
密
か
な
い
こ
と
）
を
持
っ
て
新
住

所
地
の
選
挙
鷺
塞
貴
会
へ
行
け
ば
、
そ
の

場
で
不
在
者
毀
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
箱

昨
年
1
月
の
霜
掌

四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
福
岡
県
知
郭
と

福
岡
県
憩
会
議
貝
一
般
選
挙
で
、
県
内
の
市

区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
が
引
き
続
き
県
内
の
他
の
市
区
町
村
に
一

回
だ
け
住
所
を
移
し
、
ま
だ
新
住
所
地
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も

次
の
手
続
で
毀
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
当
日
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
旧
住
所
地
の
投
票
所
に
行

☆
誰
彊
鴇
謹
繕
彊
謹

立
候
補
予
定
者
説
明
会
　
　
　
　
▽
場
所
中
闇
市
役
所
内
中
間
市
選
挙
管
理

▽
日
時
　
昭
和
6
2
年
3
月
ュ
3
日
（
金
）
　
∴
∴
∴
∴
　
麦
貴
会
事
務
局

ュ
3
時
5
0
分
　
　
　
　
　
　
　
　
立
候
補
受
付

▽
場
所
中
闇
市
役
所
内
4
階
第
1
会
報
室
　
▽
日
時
昭
和
6
2
年
4
月
3
日
（
金
）

立
候
補
届
出
書
類
等
予
備
審
査
　
　
　
　
8
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
日
時
昭
和
6
2
年
3
月
2
6
日
（
木
）
　
　
▽
場
所
中
闇
市
役
所
内
第
一
及
び
第
二
会

勤
務
時
間
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
室



第405号（5）公⑬鍔勉彿

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でこ相識に応じています

午前9時単一牛後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2・第3土唖日は休み

ます）

◎専門の相談員が親身になってこ相談に応じ

ます

◎弁蹟士相域日：毎週金田日午後1時－4時

社団法人　日本損害保険協会

小倉自動車保険請求相鮫センター

北九州市小倉北区紺屋町9－1
明治生命小倉ピル8階　小倉調査事務所内
穏093－521－2140（直通）093一塊1－153l

t寵のご柏敵もお受けします

あ
　
そ
び
　
に
来
　
て
　
ね

1

－

海

の

中

道

海

浜

公

園

I

I

I

二
月
の
海
浜
公
園
の
催
し
物
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
〃

▽
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ガ
ー
ル

海
浜
公
園

の
ポ
ス
タ

ーや、キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
ガ
ー
ル

と
し
て
活

躍
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切

．
8
7
　
襲

創
作
凧
コ
ン
テ
ス
ト

凧
作
り
教
室
（
応
蕎
切
　
3

月
1
4
日
）

離
千

3
月
3
1
日
　
　
　
込
み
は
、

府
会
（
3
月
2
1

日）9
時
5
0
分

西
口
集
合

無
料
（
公

園
入
園
料

は別）

い
合
せ
、
申
し

▽
凧
あ
け
大
会
（
3
月
2
2
日
）

小
・
中
学
仕
対
象

海
の
中
道
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

趣
0
9
2
（
6
0
3
）
ェ
ー
ュ
ェ
ヘ

「
日
本
赤
十
字
社
」
の
活
動
の
輪
を
広
げ

る
た
め
、
あ
な
た
の
名
作
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
賞
品
を
用
意
し

て
、
あ
な
た
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
日
杢
亦
十
字
社
福
岡
県
支
部
「

首
周
年
標
語
」
係
、
衝
0
9
2
（
5
2
3
）

ュ
1
7
ュ
へ
。

圏
閏
関
閥
韓
国
関

働
く
方
の
籠
向
上
の
た
め
、
各
稲
資
格

取
彊
講
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

資
格
を
持
つ
子
爵
だ
な
い
と
で
は
大
ち
か

い
。
ぜ
ひ
爵
く
だ
さ
い
。

▽
科
目
　
鋳
造
科
、
機
械
科
、
仕
上
科
、

板
金
科
、
溶
接
科
、
配
管
科
、

櫨
気
工
郵
科
、
廊
気
特
報
科
、

製
缶
科
、
塗
装
科
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
科

受
話
な
ど
詳
細
は
、
八
幡
麓
開
発
セ
ン

タ
ー
舘
（
6
4
1
）
4
9
0
6
へ

▽
期
　
間
　
4
月
6
日
～
5
月
2
7
日
ま
で
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
2
1
日

間

▽
時
　
間
　
0
0
時
～
ュ
6
時

▽
会
　
場
　
戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

▽
受
話
料
無
料
（
教
材
費
一
部
負
担
）

▽
申
込
受
付
　
3
月
ュ
7
日
、
1
8
日

▽
申
込
先
、
開
会
晃
　
福
岡
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

詣
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5
6

園
醒
圏
閏
園

不
駒
産
鑑
定
士
が
無
料
で
不
動
産
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。
こ
の
機
会
を
こ
利
用

未
　
知
　
と
　
の

く
だ
さ
い
。

▽
日
　
程
　
4
月
2
日
　
小
倉
井
筒
屋
6
階

4
月
3
日
　
黒
崎
そ
ご
う
1
階

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
7
時

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職
船
貝

遺
児
へ
援
謹
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
出
生
か

ら
高
校
を
通
常
の
熊
間
で
卒
業
す
る
ま
で
の

問
は
一
人
一
カ
月
六
千
円
、
そ
の
他
各
学
校

入
学
時
に
祝
い
金
が
出
ま
す
。
だ
た
し
、
生

活
困
窮
者
に
限
り
ま
す
。

由
緒
、
照
会
は
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

館
0
3
（
2
3
1
）
0
6
6
2
へ

遭
　
遇

ー
　
N
 
H
 
K
　
の
通
信
譜
癌
－
－
－
～

教
養
と
趣
味
を
深
め
、
こ
の
春
を
心
理
か

に
…
・
・
と
い
う
方
に
、
N
H
K
学
園
で
は
次

の
三
十
二
辞
座
を
用
意
し
て
、
春
の
通
信
講

▽
請
盛
名
　
密
通
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、

園
芸
、
写
実
、
ビ
デ
オ
、
母
と

子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

就
業
謡
嬰
の
婦
人
は

技
術
議
習
会

就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人
を
対
象

に
、
老
人
介
護
の
寂
術
講
習
会
を
開
催
し
ま

す。▽
科
目
老
人
介
護
（
5
0
人
）

国
立
市
富
士
見
台
2
の
3
6
、
N
H
K
学
園
8

E
n
係
に
、
詣
盛
名
、
住
所
、
氏
名
、
徳
話

番
号
を
ハ
ガ
半
に
記
入
し
て
こ
講
求
く
だ
さ

ム
あ
そ
ひ
、
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、
漢
詩
、
仏
典
、
古

典
、
美
し
い
日
本
籍
、

文
革
、
小
論
文
と
作
文

セ
ミ
ナ
ー
、
国
語
、
日

杢
丈
、
英
語
、
数
学
、

簿
記
、
リ
ー
ダ
～
誌
成
型
な

ど。

▽
申
込
締
切
　
4
月
ュ
5
日
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第
五
回
中
遠
地
区

「
少
年
の
船
」
ス
タ
ッ
フ
募
集

毎
年
喧
例
に
な
っ
た
「
少
年
の
壁
の
ス

タ
ソ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
好
き
な
方
、
興
味
の
あ
る
方
は

見
舞
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
程
　
8
月
1
3
自
乗
）
－
ュ
7
日
（
月
）

▽
研
修
地
　
沖
縄
本
島

▽
研
修
内
容
　
沖
紺
で
の
見
学
、

船
ま
つ
り
、

船
上
で
の
研
修
な
ど

▽
連
絡
先
　
岡
垣
町
南
南
陽
　
船
津
丸
秀
樹

＄
（
2
8
2
）
9
⊥
3
8

（
2
0
時
～
2
2
時
の
聞
）

毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
良
宙
米
生
産
の
一

遠
と
し
て
、
病
害
虫
の
発
生
源
や
野
ね
ず
み

の
巣
と
な
っ
て
い
る
原
野
、
河
川
敷
、
睦
時

な
ど
の
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。
野
焼
き
を
行

な
っ
て
い
る
場
所
に
は
危
険
で
す
か
ら
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
が
煙
で

見
え
な
い
時
は
交
通
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

遠
賀
町
役
場
産
築
課

優
良
運
転
者
の
表
彰
推
せ
ん

対
象
は
次
の
各
項
に
該
当
す
る
人
。

・
折
尾
交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
原
付
免
許

以
上
の
運
転
免
許
を
受
け
、
五
年
以
上
選
種

に
従
掌
し
て
い
る
も
の

・
交
通
事
故
を
起
し
た
こ
と
の
な
い
も
の

・
公
安
委
員
会
の
行
政
処
分
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
も
の

・
法
令
違
反
に
よ
り
罰
金
以
上
の
処
分
が
過

去
十
年
以
上
な
い
も
の

▽
期
　
限
　
3
月
ュ
5
日
ま
で

申
込
み
、
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

折
尾
交
通
安
全
協
会
　
八
幡
西
区
折
尾
1

丁
目
3
の
し

衝
（
6
0
1
）
1
8
1
8
へ
ど
う
ぞ
。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

－
　
親
と
子
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
i
I

ウ
ー
オ
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
配
布
さ
れ
た
地

図
に
従
っ
て
、
で
き
る
だ
け
短
い
時
間
で
コ

ー
ス
を
通
過
し
、
所
々
に
あ
る
C
p
（
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
）
で
課
題
に
答
え
、
タ
イ
ム
と

課
題
の
得
点
を
頭
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
め
て
の
人
で
も
当
日
説
明
を
聞
け
ば
わ

か
る
聾
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
親
子
の
ふ
れ

あ
い
と
し
て
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
3
月
2
2
日
（
日
）
　
小
雨
決
行

▽
時
間
受
　
付
　
9
時
～
9
時
5
0
分

ス
タ
ー
ト
　
1
0
時

▽
集
合
場
所
遠
賀
町
中
失
公
民
館
前

▽
対
∴
象
　
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
大
人

の
チ
ー
ム

▽
持
参
品
雨
具
、
水
筒
な
ど

▽
参
加
費
　
無
料

▽
主
　
催
　
遠
賀
調
整
某
貴
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

▽
申
込
締
切
　
3
月
ェ
4
日
（
土
）

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
堅
塁
貝
会

館
（
2
9
3
）
1
2
3
4

春
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
受
付
中

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
、
四
月
十
日
号
で
　
戴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

春
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の
特
集
を
予
定
し
　
○
練
習
日
と
時
間

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
　
○
練
習
勘
所
　
〇
日
藁
対
象
　
○
費
用

は
、
次
の
内
容
を
記
入
に
な
り
、
役
場
企
画
　
（
会
費
は
月
会
費
か
年
会
費
か
、
入
会
金
の

財
政
課
広
報
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
雲
呑
、
そ
の
他
の
経
費
）
　
○
申
込
先
（

※
申
込
締
切
三
月
二
十
日
（
必
着
）
　
氏
名
、
住
所
、
虜
諸
悪
号
）
　
○
活
動
中

記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
　
　
　
　
　
の
写
真
（
な
く
て
も
可
、
紙
面
の
都
合
で
拇

○
サ
ー
ク
ル
の
名
前
　
　
　
　
　
　
　
　
載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

○
簡
単
な
紹
介
文
（
紙
面
の
都
合
で
全
文
掲
　
○
そ
の
他
（
特
に
あ
れ
は
）

大
好
き
な
お
か
あ
さ
ん
の
絵
募
集

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
「
母
の
日
」
特
集
　
○
簡
単
な
お
か
あ
さ
ん
の
紹
介
文

と
し
て
、
大
好
き
な
お
か
あ
さ
ん
の
絵
を
寡
　
○
絵
を
描
い
た
人
の
住
所
と
氏
名
、
年
齢

集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
小
学
生
未
洞
の
お
　
を
書
い
て
、
1
月
5
日
ま
で
に
役
場
企
画
財

子
さ
ん
で
す
。
絵
の
表
に
、
　
　
　
　
　
政
課
広
報
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

穏
園
圏
圏
拶
V

河
申
靖
昌
　
運

厳
寒
の
滝
に
う
た
る
る
行
者
ら
の
無
我
な
る

祈
り
の
声
透
り
来
る
　
　
　
柴
田
　
房

小
春
日
の
枯
野
に
あ
そ
ぶ
媒
二
匹
今
宵
い
す

べ
に
虞
し
の
ぐ
ら
ん
　
　
　
高
崎
峡
江

暖
か
さ
寒
の
入
り
な
り
野
に
出
で
て
色
鮮
や

か
な
七
草
を
摘
む
　
　
　
木
原
イ
ノ
エ

雲
間
洩
る
朝
の
光
に
刈
小
田
の
真
白
き
雪
の

輝
き
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
大
場
　
房
江

過
し
日
の
痩
く
態
は
青
島
の
君
と
詰
り
し

批
榔
樹
の
蔭
　
　
　
　
　
河
原
タ
ツ
ミ

池
田
　
掌
利
　
選

ゆ
く
年
の
姪
が
洗
ふ
野
の
ほ
と
け申

告
竿
代
女

梅
一
輪
民
家
の
土
間
の
中
く
ぼ
み末
永
キ
ミ
猿

島
の
声
冬
木
の
典
へ
臭
く
混
み

三
村
　
妙
子

水
仙
に
触
れ
ひ
と
と
き
を
少
女
で
ゐ

和
多
　
田
子

啄
木
鳥
や
芽
吹
く
力
を
溜
め
て
幹柴

田
と
も
子



しいたけの拾
しいたげ栽培講習会開催

1月30日（金）、中央公民館でしいたけ栽培離

宮会があり、町内から約0人が集まって、鼻糞林疎

諸所係員から栽培テクニックを習いました。うま

くゆげは来年の秋には、新鮮なしいたげが収穫で

きるとのことでした。

第4回遠賀町民体育大会

ミニバレーボール大会
競技の結果

1月25日（日）、午前9時から勤労者育

休センターで、寒さの申40践未満7チーム、

40歳以上9チームが参加して、二蚤選リーグ

戦、決勝リーグ、トーナメント戦で熱戦が

行なわれ、40践未満は、東和苑Bチーム、

40餞以上では若松が昨年優勝の老良Aチー

ムを2対1で破り見夢優勝しました。

鬼は外、福は内
南部保育園で豆まき

「鬼は外、福は内」の園児の大きな声と技けつ

けられる豆に、青鬼さんや赤鬼さんはしばらくが

んばっていましたが、とうとうがまんしきれずに

逃げて行きました二〇

鬼の役の保母さん、こくろうさまでした。

．中　子「∴、∵ 

弐 �i定まヂ一　本＼ ，妙′＼、∴i・泌／＼／、 

約言∴　「聖子謹 
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別府3230番地

大場　満都くん

（孝束子さんの長男）

昭和61年7月4日生

ぼくは家中の人気者。今は泣

き虫で甘えん坊だけど、e将来

は野球の選手だ′／、と、お父さ

んが勝手に言ってるから、ぼく

園っちゃいます。

葦雷声諾憲章裏金森村奈 　　料クと ：∴∴：黒 　　シの 　　チ 「：∴「：∴∴十㌧：丁 14234 �お：l 翻 

④（⑤ 　、oL程 ‡　くiL輪 ）に �患i 陸士」、“ 璽露豊 

彿八的…四⑩禽

漢
方
医
学
に
つ
い
て
㈲

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
医
院
震
　
田
　
中
　
壮
　
介

本
日
は
舌
診
に
つ
い
て
お
話
し

く
だ
さ
い

今
ま
で
た
び
た
び
申
し
ま
す
よ
う
に
、
漢

方
医
学
は
医
療
機
器
を
使
わ
な
い
で
、
視
診

と
触
診
と
を
診
察
方
法
と
し
て
発
達
し
た
医

学
で
す
。
舌
診
は
腹
診
、
脈
診
と
共
に
大
切

な
診
断
方
法
で
す
。
漢
方
で
は
舌
診
だ
け
で

一
冊
の
本
が
あ
る
く
ら
い
、
微
に
入
り
組
に

わ
た
り
審
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
大

づ
か
み
に
重
点
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
お
断
り
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鰻

埋
疾
患
で
舌
の
変
化
に
よ
り
病
気
を
判
断
す

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
急
性
疾
患
で

は
極
め
て
重
要
な
診
察
法
で
す
。
舌
珍
に
つ

い
て
大
き
く
分
け
ま
す
と
、
舌
の
湿
潤
の
状

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

態
と
、
舌
苔
の
様
子
が
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
急
性
疾
患
に
つ
い
て
聾
に
申

し
ま
す
と
、
ま
ず

隔
性
（
勝
ち
い
く
さ
）
の
場
合
、

第
一
期
　
病
気
が
始
っ
た
ば
か
り
で
、

舌
に
は
未
だ
変
化
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

第
一
一
期
　
舌
は
乾
燥
し
、
白
い
舌
苔
が

か
な
り
厚
く
お
お
い
ま
す
。

第
三
期
　
舌
は
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
、

全
体
が
ヒ
ピ
割
れ
し
て
口
を
き
く
の
も
苦
し

く
な
り
、
舌
苔
は
厚
く
、
黄
色
、
褐
色
、
黒

褐
色
、
黒
色
な
ど
を
示
し
ま
す
。

検
証
（
母
体
の
体
力
が
低
下
、
負
け
い

く
さ
の
様
相
）

第
一
期
　
舌
は
湿
潤
し
、
自
費
色
ま
た

は
黄
色
の
苔
が
う
ず
く
お
お
い
ま
す
。

第
二
期
お
よ
び
第
三
期
　
舌
は
湿

潤
し
、
青
味
を
お
ひ
、
と
き
に
は
話
し
の
「

の
り
」
の
よ
う
な
黒
い
苔
が
薄
く
お
お
い
、

ま
た
、
鶏
の
皮
を
む
し
っ
た
よ
う
に
真
っ
赤

で
「
鏡
面
舌
」
を
示
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
舌
苔
を
示
す

と
き
は
病
気
が
重
篤
で
あ
る
と
思
わ
ね
は
な

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
家
庭
で
健
酵
な
舌
に

は
見
馴
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
少
し
で
も
舌
に

異
常
を
認
め
た
ら
、
医
師
に
相
談
す
る
こ
と

が
最
も
箇
串
な
予
防
法
で
は
な
い
か
と
思
い

ます。
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5刷忙Iミ収集予定真5月のし尿収集予定霞
収集日 �大型車収鯛区　i　小型車収雛区 

2（月） �西町、浅木の一都 �上別府（花園） 

3（火） �東町 �広渡 

4（水） �虫生津（薪屋敷を含む）、 東町 �別府、木守 

5（木） �月2回収集家庭 � 

6（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（D �虫生津 � 

2（木） � �別府 

4（土） �旧偉、鬼津 � 

16（月） �遠賀IIi � 

17（火） �遠賀川、新町 � 

18（水） �新町 �鬼津 

19（木） �新町 �別府、鬼津（小鳥掛）、 千代丸 

20（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

3（月） �新町、広漠（中卒田）、別府 � 

4（火） �鬼淳、若松、別府（高瀬） � 

5（水） �上別府、浅木、虫生津 � 

6（木） 7（金） �別府　　　　　　　　　鬼津、松ノ木、若松、道営 

尾崎、今古賀 上別府、木守、鬼津、若松 浅木 �老良 

8（土） 

（月） ��浅木、鬼津（小鳥掛）、 尾崎（鎮喰） 

1（火） � �今古賀、島津 

3
月
6
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
的
分
～
ュ
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

ゴ
ミ
ュ
三
ブ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

1
歳
6
ヵ
月
～
1
歳
8
ヵ
月
児

（
昭
和
0
0
年
1
月
～
9
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
粟

無
料

▽
料
金

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
掲
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

無
料
3
月
n
日
（
水
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

役
場
保
健
室

生
後
3
ヵ
月
－
6
ヵ
月
児

母
子
手
幌
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

無
料

◎
期
　
日
　
3
月
4
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
m
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
生
後
1
ヵ
月
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

こ
の
教
室
は
、
実
習
を
通
し
て
楽
し
い
親

と
ヱ
虫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
い

っ
そ
う
は
か
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

健
際
な
体
を
つ
く
る
の
も
、
こ
わ
す
の
も

食
導
が
基
本
で
す
。

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
種
と
子
の
料
理
教
室
へ
参
加
く
だ

さい。

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
所

▽
対
象
者

▽
定
員

▽
申
込
日

▽
申
込
方
法

3
月
1
5
日
（
日
）

9
時
0
0
分
～
1
3
時

英
公
民
館

怪
と
子
（
小
・
中
学
生
）

紬
組
3
月
3
日
～

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
保
健

衛
生
係
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。



上 調の逮賀調蓋要語軍書
日南 ��行　　事　　内　　容 �時　間l実施会場i担当係名 ���i対象や終了時間など �詳　細 

／28 （ ／20 �土 （ 金 � � �〈縦覧鵜所〉 役∴∴∴場 住民課窓口 �固定資産 税　係 �は除く �表　　紙 

1 �i 1日 �lヮンパ禁ポ＿ル醒 i �9：00－12車響雪 ��体　育　係 �中・高年令者 � 
車30－15‥0中央公民可社会教育係 ���年前の郵・午後の部 � 

「 �13：30－16：璃霧昨育係 ���）中．高年令者 � 

2 �月 �所得税の確定申告 �9：00－16車雲謹巨説係 ���譲渡所得のみ �3べ・－ジ 
妊　　婦　　相　　談 � �’中央公民館【保輔生係 ��i妊産婦、母子手帳交付 �9べ・一言 

車 ��母と子の料理教室 申し込み∴受付 �8：30－17車軸生係 ��保健衛生係 �【3月15日実施 母と子（小・中学生）20組 �9ページ 

3 �火 �所得税の確定申告 �9：00－16‥00匪謹 ��町民税係 �一般の確定申告 �3ページ 

4 �水 �所得税の確定申告 �9：00－16所望謹上民税係 ���。一般の翻告　十ジ 乳　　児　　相　　談 �9：30－10‥50i鰯保艦i保鯛生係 ��� �9ページ 

19；30－　車中体育係 ���各地区体育部長 � 

5 �木 �町　民　税　の　申　告 �8：30－17：串芸能 ��町民税係 �籠溺本・軸苑巨－ジ 
定例体育指導委員会 �19：30－∴中央公職i体育係 ���体育指導委員 � 

6 �金 �町　民　税　の　申　告 �8‥30－17‥00医謹i町民税係 ���韻繋i中央13ページ 9：00－16：00医謹上弼係 ���一般の確定申告 �3ページ 

1歳　6　ヵ　月　検診 �13：10－14：00「三言司偉観係 ���昭和00年7月－9腫上ジ 

8 �日 �走　ろ　う　大　会 �9：00－ �総　合 運動公園 �体育係 i �∴∴∴∴∴ 

9 �月 �町　民　税　の　申　告 �8：30－17：00医謹直民税係 ���午前：島津・若松 午後：鬼津・道官 �上ペ＿ジ i 

10 �1 十 i �町　民　税　の　申　告 �8：30－17：00医謹直税係 ��� �3ページ 
老人ク　ラブ会長会 �10：00－∴匡人憩の家i福祉係 ���各地区老人クラブ � 

心　配∴ご　と　相　談 �13：00－16：001公民脚館匡会福祉随会 ��� � 

11 �水 �町　民　税　の　申　告 � �役場2階 大会議室 �町民税係 � �3ページ 

乳　　児　　相　　談 �9‥30－10：301役場保健室i保鰯生係 ��� �9ページ 

12 �木 �町　民　税　の　申　告 �8：30－17車雲謹直税係 ���犠；諜汽蕎啓　上ジ 
遠　賀　中　間　地　区 �10：00－11中央公民年会輔係 ���老人大学生　i ①式典②詔念撮影i 

13 �金 �町　民　税　の　申　告 �8：30－17南雲謹i町民税係 ���韻；裂・旧停　車－ジ 

1年 ��中　学　校　卒　業　式 �10：00－－ �各中学校 体育館 �学校教育係 �遠賀中学校181人 遠賀南中学校131人 � 

15恒 ��母　と子の料理教室 �9：30－13：00車央公民館i保健衛生係 ���母と子（小・中学生）20細事ページ 


